
事務所設立４０周年目を迎えて（弁護士　梶山　俊雄）
弁護士　梶山　俊雄

憲法と平和を守り、国民と労働者の権利を守るという理念の基に、埼玉県内での弁護活動の中心的役割を果たしたいという気概で推移した
埼玉総合法律事務所の４０年であったかと思います。

洪水の如く次々と押し寄せる悪法のたくらみに対する反対運動、時代の変化に伴う消費者被害などの新たな権利侵害、弱者・貧困・労働問
題の一層の深刻化などなど、国民・県民を取り巻く情勢は、事務所員に一息もつかせないかのような試練を与えてきました。

このニュースが皆さんのお手元に届くころには、「国防軍の創設」「核武装も辞さず」「最低賃金法の廃止」そして「原発再稼働」などを
叫ぶ勢力が、総選挙の結果どのような陣容になっているかが明らかになっていると思います。希望が持てる結果とはなっていない可能性が
高いとは思いますが、どのような結果であれ、埼玉総合の存在意義は変わりなく、さらなる前進に向かって意気高くありたいと思います。

この埼玉総合の事務所から４０年の間に事務所を巣立ち、新たな地域での事務所を開設し、その地域に根ざしてすばらしい弁護士活動をし
ている弁護士が既に１６名もおります。現在在籍する弁護士数は１５名であり、総勢３１名の弁護士が埼玉総合で切磋琢磨した仲間なので
す。

残念ながらその間に熊谷に事務所を設立した市川幸永弁護士は平成２３年に、為成養之助弁護士は平成７年、大久保和明弁護士は平成１３
年に事務所在籍のまま亡くなられました。
現職裁判官が治安維持法違反で逮捕された「赤化判事事件」の当事者である為成弁護士は、戦後法曹資格が回復され、唯一の自由法曹団弁
護士として県内のあらゆる弾圧事件・人権擁護事件を担当して団支部の礎を築き、我々若手弁護士を叱咤激励してくれました。大久保弁護
士は、その日本人離れした風貌と人柄から多くの人から愛され、全国からたくさんの人々が葬儀に駆けつけてくれました。

大変な４０年間で事務所経営も決して楽ではない中でも工夫をして事務局も含めて良く遊びもしました。特に桂林・香港、シンガポールや
韓国への事務所旅行など、我が事務所らしい、忘れてはならない歴史を尋ねるテーマを持っての企画は思い出深いものです。

いつの間にか今では私が宮澤弁護士に次いでの古株になってしまいましたが、ご覧の通り昭和５３年に入所した当時の事務所ニュースの写
真は別人のようだったのです。

昨年１１月に久しぶりにサイパンに行き、米軍に追い詰められて１０００人以上の民間人が崖から身を投げて自殺したバンザイクリフに行
きました。「国のため命をささげし人々のことを思えば胸せまりくる」という鎮魂碑に刻まれた詩を詠んで、平和を護ることの大事さを改
めて思ったのです。

https://saitamasogo.jp/archives/31778


幸福度（弁護士　梶山　敏雄）
弁護士　梶山　敏雄

どこの研究機関が発表しているのかは忘れましたが、都道府県の「幸福度」というのがあり、毎年「福井県」が第１位であった記憶です。

もし、その理由の中に経済力的な指標があり、大飯原発の見返りが反映されているとしたら何と危うい「幸福度」かも知れません。
野田首相と福井県知事らの、何が何でも活断層密集地帯に位置する原発再稼働ありきの、できレースのやり取りは、「八百長」の見本を見
ているようでした。

世界の「幸福度」（２０１１年度）で言えばデンマークなど北欧３国が１位から３位を占め、日本は８１位だそうです。
デンマークは消費税２５％、税金負担率は７０パーセントと、日本のそれよりはるかに高率ですが、医療・教育はタダであり、病気などで
失業した際の補償も十分な手当てがなされています。
年金は少ないそうですが「何が起こっても今の生活が維持されるという安心感」こそが「幸福度」が高い大きな要因なのでしょう。

社会保障制度において北欧は日本より３～４０年先を行っていると言われていますが、かつてはバブルに踊らされ「金が一番」という時代
もあったそうです。価値観を根本から変え、モノより自由・時間、シンプルな生活が大事という社会が創り上げられました。

「コンクリートから人へ」という民主党のスローガンに見事に騙されたことを深く恥じると共に、今起こりつつある脱原発の大きなうねり
を見ると、まだまだ「幸福度」を追及できる日本の国民力はあるぞ、とも感じています。

孫が生まれて思うこと（弁護士　梶山　敏雄）
弁護士　梶山　敏雄

　昨年１０月に遅まきながら初めての孫が産まれました。女の子です。

　記念にと、ふさわしいのかどうか判りませんが、自宅の庭に「ミカン」の小さな苗木を、息子夫婦や孫の気持ちとは無関係に勝手に植え
ました。

　何年かしておいしい実がつくことを、そして孫が健康に育つことを祈っています。

　昨年の事務所ニュース新年号で、私は福島会津猪苗代での同級会のことと、夜汽車から見えるほのかな灯りの故郷の風景の心地良さを書
かせてもらいました。

https://saitamasogo.jp/archives/28884
https://saitamasogo.jp/archives/11154


　大地震はともかくとしても、人が普通にそして優しく生きていく場所を根底からズタズタに破壊した、原発の被害の深刻さ・甚大さにつ
いての憤りについては、とても言葉で言い表すことができません。

　福島の小学生の女の子の「私はあと何年生きられるのでしょう。普通に子供が産めるのでしょうか。教えてください」という言葉に東電
や政府は何と答えるのでしょうか。

　これからの日本を支えていく多くの子どもたちが、健康で安心して生きていける環境を作るために、真剣に努力していくことが私たち大
人に求められている切実な課題だと改めて思っています。

法テラスについて（弁護士　梶山　敏雄）
弁護士　梶山　敏雄

　東北大震災のために、法テラス所長退任から約１ヶ月遅れて４月末に職員ら多数に集まって頂き、大送別会をしてもらいました。

　平成１６年の末に、突然「日本司法支援センター」構想が持ち上がり、当時扶助協会の仕事をしていた関係で、私が設立準備委員長にな
り、平成１８年４月１０日の法テラス設立と同時に法テラス埼玉地方事務所の初代所長に就任したわけです。

　準備段階から数えると何と約６年半も法テラスに関わっていたことになります。初めの頃は「法テラスって何だ？」と言われたように、
全くの手探り状態でスタートしましたが、法律扶助の件数も予想を上回る大幅な増加となり、国選弁護も裁判員裁判の実施を初め質的に大
きな変化を遂げ、法テラスの名前も大分知られるようになりました。

　それまで経験のしたことのない組織・業務・人との触れあいが沢山あり、私個人にとっては本当に貴重な体験をさせてもらったと感謝し
ています。道を歩いていても、顔を良く存じ上げない人から挨拶されることも多くなり、とまどうこともありました。

　かなりの時間とエネルギーをさかれたことも事実であり、依頼者の方々にも、事務所の皆さんにも迷惑をかけました。これを機会に隠居
する・・・という訳にもいかないようなので、気分を新たにして本来の弁護士の業務にも、事務所の充実・強化のためにも一層頑張るつも
りです。

https://saitamasogo.jp/archives/1551


未来が見える社会を（弁護士　梶山　敏雄）
弁護士　梶山　敏雄

　「たらたら飲んで、食べて、何もしない人の分の金（医療費）を何で私が払うんだ」。そう言われても仕方のない生活をしているかもし
れないが、少なくとも「アホー太郎」さん、貴方からは言われたくないよ。　今年の上場企業の倒産が３１社を超え、その影でどれだけの
中小・零細企業で働く人が泣いているか。非正規雇用労働者の首切りは来春までで３万人。正規労働者の容赦ない解雇も始まり、就職内定
者の採用取り消しも激増。

　１００年に１度と言われる未曾有（ミゾユー）の経済不況の中で、高齢者医療・年金問題・雇用問題などなど国民が全く将来の生活に展
望を見いだせないでいるのに、国民から支持されない「定額給付金」という名の現金をバラまいて、自分たちへの票を買収することしか考
えていない。

　天下り官僚の放置、憲法違反幕僚長への高額退職金の交付など、一向に改まらない税金の無駄遣い。

　こんな世の中にしてしまった平蔵さんは依然としてテレビでシャアシャアと経済評論し、元首相は「自民党をぶっ壊す」と言いながら自
分の息子だけはしっかりと議員世襲させている。

　居酒屋で学生と飲んで見せたけど、相手は自民党学生部の学生達。スーパーに立ち寄った後でも毎晩通っている高級ホテルで一杯。

　二言目には「俺にはカネがある」と自慢をする首相では「庶民」の苦しみなど判るはずもないでしょう。

　頑張れば未来が見える社会を作りたいものです。

https://saitamasogo.jp/archives/2079

